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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月22日(2011.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素領域において複数の画素が面に沿って配置されている表示パネルと、前記表示パネ
ルの面の法線方向に沿うように照明光を出射する照明部とを有しており、
　前記照明部は、
　光を照射する光源と、
　前記表示パネルの面に対面するように配置されており、前記光源から出射された光が入
射面から入射され、当該入射面から入射された光を導光し、当該導光した光が出射面にお
いて前記照明光として出射される導光板と
　を含み、
　前記表示パネルは、
　前記表示パネルの正面の側から背面の側へ向かう光を受光するフォトセンサ素子
　を複数含み、当該複数のフォトセンサ素子が前記画素領域に配置されており、前記正面
の側において画像を表示するように構成されており、
　前記光源は、
　不可視光線を前記光として出射する不可視光源
　を含み、
　前記導光板は、
　前記不可視光源から出射された不可視光線を、前記表示パネルの背面の側から正面の側
へ反射する不可視光線反射部
　を含み、当該不可視光線反射部が前記画素領域にて前記複数のフォトセンサ素子が形成
された領域に対応するように設けられ、当該不可視光線反射部によって反射された不可視
光線が前記照明光として前記出射面から出射される
　表示装置。



(2) JP 2009-169390 A5 2011.11.10

【請求項２】
　前記不可視光源は、赤外光線を前記不可視光線として出射するように構成されている、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示パネルの正面の側に位置する生態について認証する生態認証部
　を有し、
　前記フォトセンサ素子は、前記生態によって前記照明部が出射する照明光が前記表示パ
ネルの正面の側から背面の側へ反射された反射光を受光することによって、前記受光デー
タを生成し、
　前記生態認証部は、前記受光データに基づいて、前記生態について認証する、
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記フォトセンサ素子は、前記生態の血液によって、前記照明光が反射された反射光を
受光することによって、前記受光データを生成する、
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示パネルは、
　背面側に位置する第１基板と、
　前記第１基板から間隔を置いて対面しており、正面側に位置する第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間にて挟持されており、液晶分子が配向されている液
晶層と
　を含む液晶パネルである、
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記照明部は、前記表示パネルの背面の側に配置されている、
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記表示パネルは、透過型の液晶パネルであり、
　前記照明部は、
　可視光線を出射する可視光源
　を含み、
　前記導光板は、前記可視光源から出射された可視光線が、前記不可視光源から出射され
た不可視光線と共に前記入射面に入射され、当該入射面から入射された可視光線と不可視
光線とを導光し、当該導光した可視光線と不可視光線とが前記出射面から前記照明光とし
て出射され、前記透過型の液晶パネルである表示パネルの画素領域において画像を表示さ
せる、
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記不可視光線反射部は、
　不可視光線を反射する不可視光線反射顔料を含んでいる不可視光線反射層
　を有する、
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記不可視光線反射部は、前記画素領域にて前記フォトセンサ素子が形成された領域に
おいて、前記不可視光線反射層が複数形成されており、当該複数の不可視光線反射層が間
隔を置いて配置されている、
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記不可視光線反射部は、
　不可視光線を回折する回折格子部と、
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　前記回折格子部によって回折された不可視光線を反射する反射部と
　を有する、
　請求項７に記載の表示装置。
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